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ダッシュボードの  ユーザー  セクション（ ダッシュボード  → ユーザー
）には、アカウントに登録されているすべてのユーザーが一覧表示されます。このページから、ユーザーを
検索したり、ユーザーエディターを開いたり、新しいユーザーを作成したり、現在デバイスに関連付けられ
ていないユーザーを削除したりできます。

ページ上部には、ラベルが  検索  で、プレースホルダーが  名前、ユーザー名、またはメールアドレス
の検索フィールドがあります。  リストは、入力が止まると自動的に更新されます。

ユーザーは、並べ替えやページ分けが可能なテーブルで表示されます。行をクリックすると、ユーザーエデ
ィターが開きます。

ID: 内部ユーザー識別子。
氏名 : ユーザーの氏名。
名字 : ユーザーの名字。
ユーザー名 : ユーザー名  (多くの場合、ディレクトリのユーザー名です ).
メールアドレス : ユーザーのメールアドレスです。
デバイス : 現在、ユーザーに関連付けられているデバイスの数。
Wi-Fi証明書 ：ユーザーに Wi-Fi証明書が割り当てられているかどうかを示すインジケーター。

更新操作により、リストが再読み込みされます。
テーブルはページ分割されており、 1ページあたり 10件、 25件、または 50
件のアイテムが表示されます。
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新しいユーザーを作成するには、 新しいユーザーの作成
をタップしてください。ライセンスの有効期限が切れている場合は、この機能は利用できません。

Google Workspace のディレクトリ同期がアカウントで利用可能な場合、ページに  Sync from Google
Workspace と表示されます。
同期を開始すると、リクエストの処理中に進捗状況を示すインジケーターが表示されます。

ユーザーを削除できるのは、そのユーザーがどのデバイスにも関連付けられていない場合のみです（
デバイス 列の値が 0である必要があります）。
ライセンスの有効期限が切れている場合や、ライセンスが終了している場合は、削除機能が無効になります
。

テーブルの下にあるアクションバーから、複数行の選択を有効にできます。このモードでは、複数のユーザ
ーを選択し、まとめて削除することができます。

対象者 ：削除対象として選択できるのは、 デバイス の数が 0のユーザーのみです。
すべて選択 ： 「すべて」
のチェックボックスは、現在のページにあるすべての選択可能な行を選択します。
一括削除 ： 選択されたユーザーの削除
は、選択された行がない場合、またはライセンスが期限切れまたは失効した場合に無効になります
。

「 Wi-Fi証明書
」列は、ユーザーに現在証明書が割り当てられているかどうかを示します。ユーザー証明書は、通常、 Wi-Fi
EAP（例えば EAP-TLS）の設定で使用されます。証明書の割り当てと管理については、 証明書管理
を参照してください。
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ユーザーエディターは、 ダッシュボード  → ユーザー
のユーザー一覧から、該当するユーザーの行をクリックすることで利用できます。これにより、ユーザーの
詳細情報を編集したり、ユーザーごとの Wi-Fi EAP
認証情報を設定したり、関連するデバイスを表示したりできます。

上部のセクションには、ユーザーの主要な情報が表示されます。一部のフィールドは必須であり、入力され
ていない場合や無効な値が入力された場合は、エラーメッセージが表示されます。

ID：読み取り専用の識別子。
氏名 ：必須項目です。
姓 ：必須項目です。
ユーザー名 ：必須項目です。
メールアドレス ：必須項目であり、有効なメールアドレスである必要があります。
電話番号 ：任意項目です。
Googleアカウント
：任意項目です。指定する場合は、有効なメールアドレスである必要があります。

Google認証が有効になっている Google Workspace環境では、エディタで「 Google認証
デフォルトポリシー」 が表示されることがあります。  これは、このユーザーによって Google
認証を使用して登録されたデバイスに適用されるポリシーです。

ポリシーの変更 ：ポリシー選択ダイアログを開きます。
ポリシーを開く
：選択されたポリシーをポリシーエディタで開きます（ポリシーが設定されている場合）。
新しいデフォルトポリシーを選択した後、変更を適用するには、ユーザーを保存する必要がありま
す。エディタには、保存を促す通知が表示されます。

「 Wi-Fi EAP認証情報 」セクションは、ユーザーに割り当てられたポリシーに Wi-Fi EAP
の設定が含まれている場合に、その設定をユーザーのデバイスに自動的にインストールするために使用され
ます。  Wi-Fi EAPの設定は、 Androidポリシーの
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ネットワーク設定 の一部です。

ユーザーにクライアント証明書をオプションで割り当てることができます。証明書が割り当てられている場
合、 クライアント証明書
というフィールドに表示され、メニューから操作を実行できます。証明書が割り当てられていない場合は、
そのフィールドに 証明書は割り当てられていません と表示され、証明書を割り当てることができます。

証明書の割り当て ：証明書の選択ダイアログを開きます。
証明書を開く ：証明書エディタを開きます。
証明書の変更 ：別のクライアント証明書を選択します。
証明書の解除
：ユーザーから証明書を削除します。システムは、このユーザーに関連付けられているすべてのデ
バイスからも証明書を削除します。

証明書のインポートと管理については、 証明書管理  をご参照ください。

ID：ユーザーの識別情報。トンネリングを行う際の外部プロトコル（ PEAP、 EAP-TTLS
）で使用されます。
匿名 ID：トンネリングで使用される外部プロトコル（ PEAP、 EAP-TTLS
など）における識別情報です。指定しない場合は、空文字がデフォルト値になります。
パスワード ： EAP
方式でパスワードが必要な場合に、ユーザーのパスワードを入力します。指定しない場合、デバイ
スがユーザーにパスワードの入力を促すことがあります。表示 /非表示の操作で、パスワードの表示
/非表示を切り替えることができます。

「 関連付けられたデバイス
」セクションでは、現在ユーザーとリンクされているデバイスの一覧が表示されます。ユーザーが 1
つ以上の関連付けられたデバイスを持っている場合、そのユーザーを削除することはできません。

ユーザーの保存
：フォームが有効で、未保存の変更があり、ライセンスが有効である場合にのみ有効になります。
保存中は、進捗状況を示すインジケーターが表示されます。
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ユーザーの削除
：デバイスに関連付けられているユーザー、またはライセンスが期限切れまたは失効している場合
は無効になります。削除が許可されている場合、確認ダイアログが表示されます。ユーザーがデバ
イス登録トークンに割り当てられている場合、それらのトークンで登録されたデバイスは、もはや
ユーザーに割り当てられなくなる可能性がある旨の警告が表示されます。

未保存の変更がある場合、ページを離れると、ダッシュボードで変更を破棄するかどうかを確認するメッセ
ージが表示されます。
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